
 

 

 

一般社団法人 日本エネルギー学会 

 第 98 回定時総会 
   

 

日 時  2023 年 2 月 28 日（火）午後 1時より 

会 場  学士会館（202 号室） 

東京都千代田区神田錦町 3-28 

TEL．03-3292-5936（代） 

 

 

議   案 

第１号議案 2022 年１月１日から 2022 年 12 月 31 日までの 

事業ならびに会員状況報告の件 

第２号議案 2022 年１月１日から 2022 年 12 月 31 日までの 

貸借対照表，正味財産増減計算書，財産目録の承認の件 

第３号議案 2023・2024 年度理事・監事選任の承認の件 

第４号議案 2023・2024 年度補欠理事選任の承認の件 

第５号議案 2023 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

 

 

 

   

 

一般社団法人  
日本エネルギー学会  
 

The Japan Institute of Energy 



第 98 回定時総会ならびに関連行事 
 

次 第 

13:00～14:00 第 98 回定時総会    （202 号室） 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議案審議 

４．閉会 

 

14:00～14:15 第１回臨時理事会              (203 号室+ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

14:20～14:50 2022 年度日本エネルギー学会表彰式  （202 号室+ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ） 

１．開会 

２．選考経過報告 

３．表彰楯贈呈 

４．表彰委員長挨拶 

５．閉会 

15:00～16:30 受賞者講話     （202 号室+ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ） 

１．数値シミュレーションの援用による石炭・コークス・バイオマス等炭素質資源

関連研究の進展 

 東北大学 青木 秀之 

２．バイオマスおよび低品位炭の熱分解、ガス化および炭化に関する研究 

 九州大学 林 潤一郎 

３．製鉄所における燃料・電力運用ガイダンスシステムの開発 

 ＪＦＥスチール株式会社 

４．階段炉下水汚泥焼却発電システム 

 株式会社タクマ 

５．本会の発展に対する功績 

 前当会会長、参与 牧野 尚夫 

６．本会の発展に対する功績 

元当会理事 守富 寛 

 

16:40～17:30 特別講演      （202 号室+ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ） 

東北大学 名誉教授 中村崇 

 
 

サーキュラーエコノミーの標準化と低炭素への貢献 



第１号議案 2022 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までの 

事業ならびに会員状況報告の件 
 

１． 本会事業報告 

１－１ 委員会、会合等 

○定時総会 

第 97 回定時総会を 2022 年 2 月 25 日（金）13:30 から学士会館にて開催し、次の議案について

審議の上、原案どおり承認された。 

第１号議案 2021 年１月１日から 2021 年 12 月 31 日までの事業ならびに会員状況報告の件 

第２号議案 2021 年１月１日から 2021 年 12 月 31 日までの貸借対照表、正味財産増減計算書、財

産目録の承認の件 

第３号議案 2022 年度理事選任の承認の件 

第４号議案 2022 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

なお、第 97 回定時総会の関連行事については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、第 96 回定

時総会同様、例年開催している特別講演/祝賀懇親会は中止とした。表彰式および受賞者講演につい

てはハイブリッド開催とし、受賞者にはオンラインにてご講演頂いた。 

○理事会 定例 5 回（1/24、3/31、6/27、9/26、12/9）、臨時 3 回（2/25、3/2、10/4） 

（1）2021 年度第 6 回定例理事会 2022 年 1 月 24 日（月）10:00～11:30 

ハイブリッド開催（於：学会事務局およびオンライン）、出席理事 16 名（理事総数 19 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（12 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 2022 年度理事選任の承認の件  

4. 第 97 回定時総会議案 承認の件 

①第１号議案 2021 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までの事業ならびに会員状況報告の

件 

②第２号議案 2021 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までの貸借対照表、正味財産増減計

算書、財産目録の承認の件 

③第３号議案 2022 年度 理事選任の承認の件 

④第４号議案 2022 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

〔連絡事項〕 

5. 会員増強委員会からの報告（運営要領制定） 

6. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

7. その他（今後の理事会スケジュール等） 

(2) 2022 年度第 1 回臨時理事会   2022 年 2 月 25 日（金）14:30～14:40 

ハイブリッド開催（於:学士会館およびオンライン）、出席理事 15 名（理事総数 21 名） 

〔審議事項〕 

 1. 2022 年度 副会長選任の件 

(3) 2022 年度第 2 回臨時理事会   2022 年 3 月 2 日（水）10:30～11:00 

Web 開催、出席理事 15 名（理事総数 21 名） 

〔審議事項〕 

 1. 100 周年記念式典の開催方法 承認の件 

(4) 2022 年度第 3 回定例理事会   2022 年 3 月 31 日（木）10:00～12:00 

ハイブリッド開催（於：学会事務局およびオンライン）、出席理事 18 名（理事総数 21 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（2 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 収支報告（2 月末）の件 

4. 2022 年度表彰委員長及び委員 選任の件 
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5. 2023・2024 年度役員候補選出委員会 設置の件 

6. 2022・2023 年度支部長 選任の件 

7. 規程の改訂 承認の件 

〔連絡事項〕 

8. 第 97 回定時総会の報告 

9. 100 周年記念事業の進捗報告 

10. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

11.その他（今後の理事会スケジュール等） 

（5）2022 年度第 4 回定例理事会 2022 年 6 月 27 日（月）15:00～16:00 

ハイブリッド開催（於：学会事務局およびオンライン）、出席理事 18 名（理事総数 20 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（5 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 収支報告（5 月末）の件 

4. 2022 年度「論文賞」受賞者承認の件 

〔連絡事項〕 

5. 100 周年記念事業の進捗報告 

6. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

7. その他（今後の理事会スケジュール等） 

（6）2022 年度第 5 回定例理事会 2022 年 9 月 26 日（月）13:30～15:30 

ハイブリッド開催（於：学会事務局およびオンライン）、出席理事 16 名（理事総数 20 名） 

〔審議事項〕 

 会長および専務理事から業務報告（8 月下旬まで） 

1．議事録 承認の件 

2．会員入退会 承認の件  

3．収支報告（8 月末）の件 

4．規程の改訂 承認の件（表彰規程の改訂） 

〔連絡事項〕 

5．100 周年記念事業の準備進捗状況について 

6. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

7．その他（理事会スケジュール） 

(7) 2022 年度第 6 回臨時理事会   2022 年 10 月 4 日（火） 

書面審議、出席理事 20 名（理事総数 20 名） 

〔審議事項〕 

 1. 規程の改訂 承認の件（表彰規程の改訂） 

（8）2022 年度第 7 回定例理事会 2022 年 12 月 9 日（金）13:00～15:00 

ハイブリッド開催（日本大学駿河台校舎 121 会議室およびオンライン）、 

出席理事 15 名（理事総数 20 名） 

〔審議事項〕 

 会長および専務理事から業務報告（10 月下旬まで） 

1．議事録 承認の件 

2．会員入退会 承認の件  

3．収支報告（10 月末）の件 

4.「2022 年度学会表彰」学会賞、進歩賞、功績賞、奨励賞 承認の件 

5. 2023･2024 年度 役員候補選出 承認の件（役員候補選出委員会報告） 

6. 2023･2024 年度 支部長選任 承認の件（西部支部） 

7. 規程の改訂 承認の件 

8．第 98 回定時総会招集 承認の件 

〔連絡事項〕 

9．100 周年記念事業の進捗状況について 
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10. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

11. その他（今後の理事会スケジュール等） 

○監事会（監査） 1 回 

・2022 年 1 月 19 日（水）15:00～17:00、学会事務局会議室において行われた。 

 2021 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までの会計および業務監査 

1. 2021 年 12 月末における貸借対照表、正味財産増減計算書および財産目録の監査 

2. 事業ならびに会員状況についての監査 

3. 銀行預金通帳の照合 

○名誉会員・参与懇談会 

・例年、定時総会の日に開催しているが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

○企画委員会（100 周年記念事業実行委員会） 2 回（3/22、9/21） 

（1）第 1 回 3 月 22 日（火）15:30～17:00 Web 開催 

[議事内容] 

1. 100 周年記念行事 各部会・支部「進捗と予定」について 

2. 全体企画 記念式典について 

3. 全体企画 100 周年記念論文（学生部門）審査について 

5. その他（事務局からの連絡） 

（2）第 2 回 10 月 27 日（木）13:00～15:00 Web 開催 

[議事内容] 

1. 100 周年記念事業進捗報告 

・部会・支部報告 

・全体企画報告 

2. 「学生論文」事業について 

3. 「2050 年カーボンニュートラルに向けた貢献」の具体的行動案 

4. ホームページの改善に向けたアンケート 

5. 事務局より連絡（学会の状況について） 

○総務委員会 4 回 （3/16、9/13、11/17、11/25） 
（1）第 1 回総務委員会（3/16）書面審議 

(審議事項) 

1. 育児・介護休業等に関する規程の改訂について 

(報告事項) 

2. 職員(事務局員)の採用について 

（2）第 2 回総務委員会（9/13）書面審議 

1. 表彰規程の改訂について 

（3）第 3 回総務委員会（11/17）書面審議 

1. 育児・介護休業等に関する規程の改訂について 

（4）第 4 回総務委員会（11/25）書面審議 

1. 「日本エネルギー学会機関誌えねるみくす」刊行・投稿・販売規程の改訂について 

○表彰委員会 3 回（5/23、7/28、11/4）Web 開催 

(1)本年度論文賞受賞候補者の承認（3 件）（5/23） 

(2)本年度選考委員の承認（7/28）  

(3)本年度学会賞、進歩賞、功績賞、奨励賞受賞候補者の決定（11/4） 

   学会賞（学術部門）2 件、学会賞（技術部門）2 件、 

進歩賞（学術部門）3 件、進歩賞（技術部門）2 件、 

功績賞 2 件、奨励賞 8 件 

・その他表彰選考委員会 11 回 

論文賞－編集委員会（2022/1/14、2022/2 月、4/15） 

奨励賞－液体微粒化部門（2021 年 11 月上旬、2021/12/17） 

奨励賞－バイオマス部門（2022/11 月上旬、2022/1/21） 

奨励賞－大会部門（2022/6/24、9/2） 

奨励賞－石炭科学会議部門（2022/8/29、10/21） 

○部会長･支部長連絡会 2022 年 12 月 9 日（金）15：00～17：00 
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ハイブリッド開催（日本大学駿河台校舎 121 会議室およびオンライン） 

・情報提供（学会の状況について） 

・100 周年記念事業について（100 周年記念事業実施状況） 

・各部会･支部活動について（近況、今後の予定など意見交換） 

○編集委員会  

・日本エネルギー学会誌編集小委員会  2 回（Web 開催 2 月、4/15） 
- 投稿論文について、Web 上（J-STAGE）で最新号まで公開継続。 

- 論文賞表彰について審議 

・日本エネルギー学会機関誌えねるみくす編集小委員会 6 回（Web 開催 1/24、3/14、5/18、7/19、 

9/16、11/24） 
- 特集記事および講座について、2022～2023 年度の編集計画を策定 

- 100 周年記念事業関連について 

- 会誌 9月号（Annual Energy Reviews 号）の発行 

○出版委員会

・「廃プラスチックの現在と未来」査読状況、題名、今後のスケジュール 

 ※ 初版 2023 年 1 月 27 日刊行（学会、書店への納品は 2023 年 1 月初） 

○大会実行委員会  

・大会実行委員会 4 回（Web 開催 2021 年 12/27、2022 年 2/4、6/24、9/2） 

(1) 大会開催の基本方針の検討・整理（開催形態、日程、会場）（12/27） 

(2)基本事項検討（ハイブリッド、日程、会場、募集要項等）決定（2/4） 

(3)ハイブリッド開催要領確認、大会プログラム構成確認（6/24） 

(4)大会実施報告、奨励賞候補者選考、ポスター発表賞選考（9/2） 

・第 31 回日本エネルギー学会大会（2022 年 8 月 4 日、5 日） 

開催場所：大田区産業プラザ PIO およびオンライン開催（参加者:262 名） 
【研究発表】104 件（口頭発表 82 件、ポスター発表 22 件） 

【2022 年度｢論文賞｣表彰式および受賞者講演】 

【特別講演】 

1．「家庭部門の省エネルギーの現状と脱炭素化への課題」 

中上 英俊（株式会社住環境計画研究所） 

 【基調講演】 

1.ガス化分野「炭素循環社会における炭素資源ガス化のあり方と役割」   林 潤一郎（九州大学） 

2.天然ガス分野「蓄熱材としての TBAB 水和物の基礎特性」         熊野 寛之（青山学院大学） 

3.新エネルギー・水素分野「水素エネルギー社会構築に向けた山梨大学の取り組みと産学官連携」 

        飯山 明裕（山梨大学） 

4.リサイクル分野「プラスチック資源循環促進法の施行と今後の課題」 

    杉山 里恵（株式会社リーテム） 

5.燃焼・熱利用分野「化石燃料の大量消費と環境問題を解決するための水素エネルギーキャリア 

戦略－工業炉でのアンモニア直接燃焼利用－」           赤松 史光（大阪大学） 

6.「エネルギー学」分野「「エネルギー学」とカーボンニュートラル」 岡島 敬一（筑波大学） 

7.バイオマス分野「アジアのバイオマス利用から日本のエネルギー問題を考える： 

資源調達とカーボンニュートラル」      小杉 昭彦（国際農林水産業研究センター） 

8.石炭・重質油分野「有機資源や二酸化炭素転換反応器における現象理解とシミュレーション」 

則永 行庸（名古屋大学） 

○100 周年記念事業委員会 3 回（5/23、7/28、11/4） 

(1)100 周年記念事業進捗確認、記念式典確認、記念論文受賞者承認、記念誌関係確認（5/23） 

(2)100 周年記念事業進捗確認、記念式典承認（7/28） 

(3)100 周年記念事業進捗確認、記念誌販売計画承認、記念事業収支承認（11/4） 

○100 周年記念事業実行委員会 2 回（企画委員会内で開催） 
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 ２回（Web 開催 1/17、3/29）  



○創立 100 周年記念式典（2022 年 8 月 3 日） 

開催場所：学士会館 

 〖午前の部〗 

【100 周年記念表彰式】 

     ・100 周年記念論文表彰(一般部門、中学生・高校生部門、大学生・大学院生部門） 

≪一般部門≫ 

     最優秀賞  

尾羽 秀晃（一般財団法人 日本エネルギー経済研究所） 

       技術選択モデルによるカーボンニュートラルに向けた技術・研究開発の示唆 

     優秀賞 

大隈 修（元公益財団法人 新産業創造研究機構/元株式会社神戸製鋼所） 

       脱炭素社会における化石燃料活用の最適化 

―エネルギーの変遷と日本エネルギー学会への期待― 

       山口 一良・埜上 洋・植田 滋・長坂 徹也（東北大学） 

       今後の世界情勢変化に対応した日本の基幹金属素材製造業の進むべき方向性  

 ≪中学生・高校生部門≫ 

     最優秀賞 

     大城 輝真（琉球大学教育学部附属中学校） 

            微生物燃料電池の可能性を探る～自作は製品に勝てるか～ 

     優秀賞 

有竹 祐樹（東京都立多摩科学技術高等学校） 

        ＳＤＧｓへの関心向上をはかるブラウザゲームの開発 

～ブラウザゲームで学ぶＳＤＧｓ～ 

     江花 優（日本大学東北高校） 

       「ふくしまからエネルギーの未来を考える。」 

≪大学生・大学院生部門≫ 

        最優秀賞 

     島村 恵理（慶應義塾大学） 

      「みんな」が考え、「みんな」で持続可能な社会をつくる 

     前田 早陽子（津田塾大学） 

       持続可能社会実現に向けた政策決定者のエネルギー選好分析 

      優秀賞 

     石戸 滉河（早稲田大学） 

       持続可能社会実現に向けたエネルギーの将来 

            「自動車業界におけるドロップインバイオ燃料による脱炭素化」 

     栗原 佑介（慶應義塾大学大学院） 

       欧州データ法案にみるわが国のエネルギー政策とデータガバナンス 

     ・100 周年記念特別表彰（功労賞・貢献賞） 

功労賞 

    飯野 雅 （学会在籍６０年） 

丸山 敏彦（学会在籍５７年） 

    前河 涌典（学会在籍５２年） 

貢献賞 

    株式会社ヒロセ・ブランズ 

〖午後の部〗 

【会長メッセージ】一般社団法人日本エネルギー学会会長 齋藤 公児 

【来賓挨拶】 

 経済産業省 資源エネルギー庁長官 保坂 伸 

    国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 理事 和田 恭 

東京工業大学 特命教授・名誉教授、当学会元会長 柏木 孝夫 
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【100 周年記念講演】 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所  

ゼロエミッション国際共同研究センター長 吉野 彰 

   イノベーションによるカーボンニュートラルの実現 

【100 周年記念パネル討論会】 

    ～２０５０年カーボンニュートラル、さらにその先の未来に向けた 

                        エネルギー・環境問題解決への貢献～ 

     座長  

公益財団法人 地球環境産業技術研究機構 理事長  山地 憲治 

   パネリスト 

早稲田大学 理工学術院創造理工学部 教授  中垣 隆雄 

電源開発株式会社 執行役員  中山 寿美枝 

一般財団法人 日本エネルギー経済研究所 専務理事 首席研究員  小山 堅 

化学者・発明家、一般社団法人 炭素回収技術研究機構 代表理事・機構長  村木 風海 

東京ガス株式会社 都市生活研究所 所長  三神 彩子 
 

○第 18 回維持会員懇談会 

  新型コロナウィルスの感染拡大により開催中止 

○学生のための国際会議発表支援  

・新型コロナウィルスの世界的な流行により中断中 

○IEA/JECC（燃焼改善と排出物低減研究日本委員会）（受託調査） 

1. JECC-第 20 期第 2 回定例会議・Web 開催（10/7） 

・第 20 期 1 年目収支決算、第 20 期 2 年目予算案 

・IEA／TCP 会議報告および最近の状況報告 

・勉強会「MCH による水素キャリア技術とそのインフラ設備」 

講師：千代田化工建設(株) 長井雅史氏 

 

１－２ 刊行 

○日本エネルギー学会誌「Journal of the Japan Institute of Energy」（電子版、毎月） 

  査読付き投稿論文（34 編） J-STAGE に掲載 

○日本エネルギー学会機関誌「えねるみくす」 6 冊発行（電子版・冊子、隔月） 

    特集記事／トピックス 第 101 巻 第 1 号～第 6 号 （第 5 号はアニュアルレビュー号） 

 

１－３ 部会関連 

(1)  石炭科学部会 

・第 59 回石炭科学会議（主催：石炭科学部会、コークス工学研究部会、重質油部会） 

（10/20～21、ハイブリッド開催：札幌・道民活動センターかるで 2.7 およびオンライン、参

加者：95 名） 

【研究発表】 

口頭発表：42 件／12 セッション  

【招待講演】 

 「地球温暖化への挑戦～苫小牧 CCS プロジェクト」    澤田 嘉弘(日本 CCS 調査株式会社) 

  「微粉炭燃焼場における微粉炭粒子からの揮発分放出挙動とモデル化」 

 橋本 望 (北海道大学大学院工学研究院) 

 「釧路コールマインが目指すカーボンリサイクル」   松本 裕之(釧路コールマイン株式会社)【特

別講演】 

 「恐竜研究から私たちへのメッセージ」          小林 快次(北海道大学総合博物館) 

・第 59 回石炭科学会議 第 1 回実行委員会（4/15、ハイブリッド開催：道民活動センターかで

る 2.7 810 会議室 B および オンライン） 
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・第 59 回石炭科学会議 プログラム編成委員会（8/10、Web 開催） 

・第 59 回石炭科学会議 第 2 回実行委員会（8/29、Web 開催） 

・第 59 回石炭科学会議 第 3 回実行委員会（10/20、道民活動センターかでる 2.7 大会議室） 

(2) コークス工学研究部会 

・第 59 回石炭科学会議：石炭科学部会と共催（10/20～21）（石炭科学部会欄参照） 

・第 59 回石炭科学会議 実行委員会（石炭科学部会欄参照） 

(3) 重質油部会 

・第 59 回石炭科学会議：石炭科学部会と共催（10/20～21）（石炭科学部会欄参照） 

・第 59 回石炭科学会議 実行委員会（石炭科学部会欄参照） 

(4) 天然ガス部会 

［科学・反応システム分科会，資源開発・利用分科会、輸送・貯蔵分科会］ 

・100 周年記念シンポジウム「ガス体エネルギーのカーボンニュートラルイノベーション」 

（11/2 ハイブリッド開催、参加者 30 名） 

講演1 「吸着分離による大気直接回収（DAC）プロセスの開発と経済性評価」   

講演者：名古屋大学 川尻喜章 

講演2 「CO2バリューチェーンとLCO2船による脱炭素化に向けた取組み」  

講演者：三菱造船株式会社 田中太一 

講演3 「CCS最新事業動向とInnovative Technologies」      

講演者：石油資源開発株式会社 結城百代 

講演4 「CO2からのアンモニアメタネーション ～新しいメタン合成技術とそのプロセス開発～」  

講演者：日揮ホールディングス株式会社 近松伸康 

講演5 「INPEXの2050ネットゼロへの取組み～NEDO-CO2メタネーション事業を通して～」    

講演者：株式会社INPEX 若山樹 

［科学・反応システム分科会］ 

・第５回 新エネルギー・水素部会シンポジウム～グリーンイノベーションへの挑戦～ 

(10/17)新エネルギー・水素部会主催（新エネルギー・水素部会欄参照） 

［GH（ガスハイドレート）研究会］ 

・第 59 回 GH 研究会（3/11 Web 開催、参加者 35 名） 

講演 1. セミクラスレートハイドレートの基礎物性              ⼤島 基（産業技術総合研究所） 

講演 2. 溶液構造を考慮したセミクラスレートハイドレートの過冷却抑制 

            町⽥ 博宣（パナソニック株式会社） 

講演 3. セミクラスレートハイドレートスラリーのガス吸収挙動と分離特性  ⼩松 博幸（新潟⼤学） 

講演 4. 新規液体クロマトグラフィーによる TBAB ハイドレート表⾯での物質吸着の評価 

                    半⽥ 友⾐⼦（埼⽟⼤学） 

総合討論：セミクラスレートハイドレートの物性と応用 

講演 5. Bias Breaking Workshop の結果     ⻑久保 定雄（⽇本メタンハイドレート調査株式会社） 

・第 60 回 GH 研究会（10/20：Web 開催、参加者 40 名） 

講演 1. カーボンニュートラル下でのメタンハイドレート開発における意思決定支援に関す研究  

                                        鈴木 健也（東京大学新領域創成科学研究科） 

講演 2. CCS と CO2ハイドレート ～古くて新しい課題～    内田 努（GH 研究会主査・北海道大学） 

講演 3. 二酸化炭素水和物をシールとした CCS       大隅 多加志（JST 低炭素社会戦略センター） 

［部会共通］ 

・合同幹事会 2回（5/20 Web開催、12/13 会議室＋Web開催併用） 

- 天然ガス部会100周年記念シンポジウム（5/20） 

- 2022年活動方針確認、活動実績確認、活動計画について（5/20） 

- えねるみくす年間編集計画（5/20） 

- 2023年活動方針確認、活動実績確認、活動計画について（12/13） 
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（5）バイオマス部会 

・第17回バイオマス科学会議（1/19～20 Web開催）（参加者：89名） 

【研究発表】  

口頭発表：21 件／6 セッション、ポスター発表：14 件  

【100 周年記念事業 基調講演／パネル討論会】 

基調講演「炭素源としてのバイオマス利用の可能性」          松村 幸彦（広島大学） 

パネル討論会「100 年前の薪炭から現在、100 年後のバイオマス」 

モデレーター：山本博巳（日本エネルギー学会バイオマス部会長、電力中央研究所） 

パネラー： 横山伸也（元公立鳥取環境大学）、鮫島正浩（信州大学）、坂西欣也（産業技術 

総合研究所）、松村幸彦（広島大学）、秋元圭吾（地球環境産業技術研究機構 

（RITE））、市川貴之（広島大学） 

・第9回アジアバイオマス科学会議（共催：アジアバイオマス協議会） 

（1/21 オンライン開催、参加者：54名） 

【研究発表】 

口頭発表：24 件／6 セッション  

【基調講演】 

Sustainability in Tropical Biomass Utilization 

Prof. Dato' Dr. Mohd Ali HASSAN (Universiti Putra Malaysia, Malaysia) 

 

・【リサイクル・バイオマス・ガス化】三部会(RGB)シンポジウム～カーボンニュートラル社会に向けた

注目分野の最新動向～（5/19 オンライン開催、参加者：58名）（リサイクル部会欄参照） 

・2022年度「バイオマス夏の学校」（9/8 千葉、参加者：23名） 

匝瑳市民エネルギーちば（ソーラーシェアリングによる環境調和型の市民発電，有機農業等 

北総クルベジ（バイオ炭製造，有機農園） 

・第10回アジアバイオマス科学会議（共催：アジアバイオマス協議会） 

（11/25 ハイブリッド開催：タイ・バンヤビワット経営大学およびオンライン、参加者：79

名） 

【研究発表】 

口頭発表：30 件／6 セッション ポスター発表：9件 

【基調講演】 

The role of Biomass and Bio-Circular-Green (BCG) in Thailand 

Supattanapong PANMEECHOW（Deputy Prime Minister of Thailand) 

・第18回バイオマス科学会議（11/30～12/2 ハイブリッド開催：前橋テルサおよびオンライン

Web開催）（参加者：119名） 

【研究発表】 

口頭発表：29 件／7 セッション、ポスター発表：25 件  

【100 周年記念事業 基調講演／パネル討論会】 

基調講演「グリーンイノベーションとバイオマス利活用」 

 石橋幸子（群馬県・知事戦略部グリーンイノベーション推進課） 

パネル討論「ポスト FIT のバイオマス利活用 イノベーションと地域利活用」 

モデレーター：山本博巳（バイオマス部会長，一般財団法人電力中央研究所） 

パネラー：勝山 猛（フォレストエナジー株式会社）、小菅喜仁 (川場村役場)、野田玲治 

（群馬大学）、野中 寛（三重大学）、森 一晃（バイオマス発電事業者協会） 

・第22回バイオマス関連部会・研究会合同交流会「木質バイオマス発電の現状と課題」

（12/16 鹿児島大学農学部307号教室，12/17 見学会） 

【主催】(公社)化学工学会エネルギー部会バイオマス分科会、(一社)日本エネルギー学会バイオマス
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部会、(一社)日本木材学会バイオマス変換研究会、バイオマス利用研究会、木質バイオマス

利用研究会、(一財)バイオインダストリー協会 アルコール・バイオマス研究会 

【各部会・研究会活動紹介】 

【講演】 

1.「木質バイオマスエネルギー利用の現状と関連施策」日比野佑亮氏（林野庁林政部木材利用課）  

2.「木材利用を取り巻く状況変化と木質バイオマス利用」久保山裕史氏（国立研究開発法人森林研

究整備機構森林総合研究所） 

3.「木質バイオマス発電事業における燃料集荷の状況について」森野博之氏（一般社団法人バイオ

マス発電事業者協会） 

4.「鹿児島県における木質バイオマス燃料供給の実態」前田清水氏（前田産業株式会社） 

【パネルディスカッション】 

【見学会】 

日本ガス鹿児島工場，鹿児島メガソーラー発電所，枕崎バイオマスリソース合同会社， 

広葉樹燃料材生産現場見学（沢津橋薪店） 

・第18回バイオマス科学会議 第1回現地実行委員会（6/17 前橋テルサ） 

・第10回アジアバイオマス科学会議 実行委員会（6/7～15 メール会議） 

・バイオマス夏の学校in千葉 準備委員会（5/19～6/13 メール会議） 

・バイオマス部会 幹事会（8/4 大田区産業プラザPiOおよびオンライン） 

・バイオマス部会 総会（8/5 大田区産業プラザPiOおよびオンライン） 

・第18回バイオマス科学会議 第2回現地実行委員会（11/16 前橋テルサ） 

・第18回バイオマス科学会議 第3回現地実行委員会（11/29 前橋テルサ） 

（6）新エネルギー・水素部会 

・第５回 新エネルギー・水素部会シンポジウム～グリーンイノベーションへの挑戦～ 

（10 月 17 日 於 大田区産業プラザ PiO およびオンライン、参加：46 名） 

【主催】新エネルギー・水素部会、共催：天然ガス部会 科学・反応システム分科会 

【講演】 

1. 産総研 福島再生可能エネルギー研究所の水素関連技術開発の紹介 

         古谷 博秀（産業技術総合研究所） 

  2. カーボンニュートラルに向けた需要の高度化 ～電化促進と水素利用～ 

     矢田部 隆志（東京電力株式会社） 

  3. アルカリ水電解システムによる大規模な水素製造への取組み 

 磯部 安秀（旭化成株式会社） 

  4. カーボンニュートラル社会に向けた ENEOS の取組み  佐藤 康司（ENEOS 株式会社） 

5. 液体アンモニア専焼ガスタービンの研究開発           内田 正宏（株式会社 IHI） 

・新エネルギー・水素部会 幹事会 2 回（4/21 Web 開催、8/4 大田区産業プラザ PiO およびオ

ンライン） 

- 100 周年記念行事（4/21、8/4） 

- 機関誌えねるみくすの連載講座（4/21） 

- 機関誌えねるみくす 11 月号特別企画（4/21、8/4） 

- 第 31 回大会特別講演（4/21） 

- 今後の部会活動について（4/21、8/4） 

（7）ガス化部会 

・ガス化部会 幹事会７回（1/7 Web 開催、3/10 Web 開催、4/19 Web 開催、6/15 Web 開催、8/4 

大田区産業プラザ PiO およびオンライン、10/11 Web 開催、12/9 Web 開催） 

・リサイクル・バイオマス・ガス化三部会（RGB）シンポジウム～カーボンニュートラル 
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社会に向けた注目分野の最新動向～（リサイクル部会欄参照） 

（5/19 Web 開催、参加人数：58 名） 

・バイオマス科学会議（バイオマス部会共催、ハイブリッド開催：前橋テルサおよびオンライ

ン Web 開催 11/30-12/2）（バイオマス部会欄参照） 

（8）燃焼部会  

・「燃焼に関する講習会」～エネルギー管理士（熱分野）への第一歩～ 

（6/27～7/30：オンデマンド配信）（受講者：15 名） 

【講習会】 

1．｢熱力学の基礎｣  飯島 晃良（日本大学） 

2．｢流体工学の基礎｣ 飯島 晃良（日本大学） 

3．｢伝熱工学の基礎｣ 奥村 幸彦（香川大学） 

4．｢計測と自動制御｣ 神原 信志（岐阜大学） 

5．｢燃料と燃焼｣   奥村 幸彦（香川大学） 

・年次大会 燃焼・熱利用分野基調講演(8/5 大田区産業プラザ PiO，現地および Web 開催） 

テーマ:「化石燃料の大量消費と環境問題を解決するための水素エネルギーキャリア戦略 －

工業炉でのアンモニア直接燃焼利用－」（大阪大学 赤松史光教授） 

・燃焼部会 幹事会（8/4 大田区産業プラザ PiO およびオンライン） 

- 燃焼部会主催の行事（企業見学会の開催）および計画などについて 

（9）液体微粒化部会 

・100 周年記念企画 液体微粒化部会座談会（10 月 12 日 Web 開催） 

  テーマ：「微粒化研究の 100 年 ―今後の発展に向けて―」 

司 会：天谷賢児（群馬大学，液体微粒化部会長） 

参加者：徳岡直静氏（元慶応義塾大学）、福里克彦氏（精華デジタルイメージ（株）） 

鈴木孝司氏（豊橋技術科学大学）、加藤昂大氏（宇宙航空研究開発機構） 

斎藤寛泰氏（芝浦工業大学）、大島逸平氏（東北大学流体科学研究所） 

田中康恵氏（日本カノマックス（株））、壹岐典彦氏（産業技術総合研究所） 

・第 16 回微粒化セミナー（日本液体微粒化学会と共同主催） 

 (11/18：東京都立産業技術研究センター 東京イノベーションハブ (参加者：32 名）) 

 1.【解説】「微粒化の測定法と評価法」斉藤寛泰（芝浦工業大学） 

2.【解説・実演】「噴霧ノズルの説明と噴霧実演」 太田 厚（(株)いけうち） 

3.【トピックス】「都の産業支援に関する講演及び施設見学」東京都立産業技術研究センター  

4.【機器展示と実習】「噴霧計測装置の体験実習と機器展示（干渉画像法（ILIDS），位相ドップラ 

法（PDI），レーザ回折法（LDSA），高速ビデオ撮影」（日本カノマックス（株），西華デジタルイ 

メージ（株），マイクロトラック・ベル（株）），（株）フォトロン） 

5.【トピックス】「アンモニアの噴霧と燃焼」范 勇（産業技術総合研究所） 

・第 31 回微粒化シンポジウム Thirty-firstth Symposium (ILASS-Japan) on Atomization  

(日本液体微粒化学会（ILASS-Japan）と共同主催) 

(12/15～16：日本大学生産工学部津田沼キャンパス 39 号館) 

【研究発表】 

口頭発表：31 件／8 セッション  

【招待講演】 

「Improvement on water flux distribution of fire sprinklers by optimizing deflector 

design」 Taehoon Kim (Seoul National University of Science and Technology) 

 ・幹事会 5 回（6/10Web 開催、7/5Web 開催、9/20Web 開催、10/25Web 開催、12/22Web 開催）  

- 本年度部会行事、100 周年記念事業部会事業について（6/10） 
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   - 微粒化セミナー開催の件、えねるみくす記事協力について（7/5、10/25） 

- 微粒化セミナー実施について、100 周年企画座談会について（9/20、10/25） 

- 微粒化セミナー実施結果について、2022 年度実績および 2023 年度計画について （12/22） 

 （10）省エネルギー・消費者行動（EECB）部会 

・100 周年記念行事 部会幹事座談会（4/15 Web 開催） 

  座談会テーマ：「100 年先のライフスタイル予測」 

  出席者：EECB 部会幹事６名、事務局２名 

・「エネルギー学」部会・EECB 部会 合同見学会（12/19:産業技術総合研究所つくば西事業所） 

・幹事会 3 回（4/1：Web 開催、8/4：大田区産業プラザ PiO、12/14：Web 開催） 

- 100 周年記念行事 幹事座談会について（4/1） 

- 第 31 回大会について（4/1） 

- えねるみくす省エネ大賞記事について（12/14） 

 （11）リサイクル部会 

・【リサイクル・バイオマス・ガス化】三部会（RGB）シンポジウム ～カーボンニュートラル 

社会に向けた注目分野の最新動向～（石炭・DX・資源循環・バイオプラスチック） 

（5/19 Web 開催、参加人数：58 名） 

＜講演＞ 

1. 空気吹き IGCC の開発・実用化                 金澤 学（広野 IGCC パワー合同会社） 

2. 国内におけるバイオマス小規模ガス化発電の最新の動向と課題 

笹内 謙一（（株）PEO 技術士事務所） 

3. 脱炭素化・循環経済を見据えた動向と AI・IOT 活用事例 小野田 弘士 （早稲田大学） 

4. 我が国のプラスチックリサイクルの将来展望～ケミカルリサイクル技術を中心に～ 

吉岡 敏明（東北大学大学院） 

5. カネカ生分解性ポリマー Green Planet の事業開発と資源循環 

武岡 慶樹（（株）カネカ） 

  6. 高性能な生分解性バイオマスプラスチックの開発と今後の課題  

岩田 忠久（東京大学大学院） 

＜パネルディスカッション＞  

座長：行本正雄（中部大学・日本エネルギー学会リサイクル部会長） 

  パネリスト：シンポジウム講師  

・リサイクル部会 幹事会（3/30 Web 開催）100 周年記念行事、出版企画等協議 

・リサイクル部会編集委員会（4/14 Web 開催）『廃プラスチックの現在と未来』 

・リサイクル部会編集委員会（6/19 Web 開催）『廃プラスチックの現在と未来』 

・リサイクル部会・幹事会（9/7,9/13 ﾒｰﾙ開催）機関誌への特集号企画について協議 

・リサイクル部会 幹事会（11/28,12/1,12/5 ﾒｰﾙ開催）2023 年度活動について協議 

（12）「エネルギー学」部会 

・学会 100 周年 エネルギー学 20 周年座談会「エネルギー学 20 年の歩みと次の 20 年」 

  開催日：2022 年 6 月 13 日 

  形 式：オンライン 

  参加者：岡島敬一・司会（「エネルギー学」部会部会長、国立大学法人筑波大学） 

      山地憲治（初代部会長、公益財団法人地球環境産業技術研究機構） 

内山洋司（第２代部会長、一般社団法人日本エレクトロヒートセンター） 

坂西欣也（第３代部会長、国立研究開発法人産業技術総合研究所） 

秋澤淳 （第４代部会長、国立大学法人東京農工大学） 

・「エネルギー学」部会 学融合分科会セミナー「2050 年 CN に向けた太陽光発電の課題」 

  開催日：2022 年 12 月 5 日 

  形 式：オンライン 
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  聴講者数：26 名 

講演１：「日本の普及向けた課題，世界とのギャップ」  

        大関崇（（国研）産業技術総合研究所再生可能エネルギー研究センター） 

講演２：「廃棄リサイクル関係の課題」   

河本桂一（みずほリサーチ & テクノロジーズ（株） 

サステナビリティコンサルティング第１部） 

・「エネルギー学」政策分科会・EECB 部会合同見学会（12/19、参加人数：8 名） 

場 所：産業技術総合研究所つくば西事業所 

内 容：ゼロエミッション国際共同研究センター（GZR）等の見学 

エネルギー・環境領域の概要説明 

GZR 紹介 ＜工藤祐揮 副研究センター長＞ 

安全科学研究部門の紹介 ＜玄地裕 研究部門長＞ 

GZR 見学 ＜太田道広 チーム長＞ 

エネルギープロセス研究部門見学 ＜倉本浩司 グループ長＞ 

意見交換会 

・日エネ学会機関誌えねるみくすにおける特集企画掲載 2 回 

①101 巻（2022）6 号：学会 100 周年 エネルギー学 20 周年座談会「エネルギー学 20 年の歩

みと次の 20 年」（執筆者：岡島敬一、山地憲治、内山洋司、坂西欣也、秋澤淳） 

②102 巻（2023）2 号：「エネルギー教育の実践例」（執筆者：島崎洋一、藤本登、高木浩一、

八田章光、多比良重誠） 
・「エネルギー学」部会 運営委員会 4 回（2/24 Web 開催、4/21 Web 開催、8/5 大田区産業プ

ラザ PiO およびオンライン、12/21 Web 開催） 

・「エネルギー学」部会第 9 回部会総会（8/5 大田区産業プラザ PiO およびオンライン会議） 

（13）若手研究者の勉強会 

・実績なし 

 

１－４ 支部関連 

（1）北海道支部 

・日本エネルギー学会 100 周年記念講演会及び施設見学会 

共催：石炭・炭素資源有効利用研究会，北海道エネルギー懇話会 

開催日: 9 月 8 日 講演会、9月 9 日 見学会 

講演会: 於 TKP 札幌駅カンファレンスセンター（会場参加 46 名＋オンライン参加 47 名） 

1. 2050 年のカーボンニュートラルに向けた国の政策について 

  環境省北海道地方環境事務所 統括環境保全企画官 小髙大輔氏 

2. SIP 地域エネルギーシステムデザイン研究と地域エネルギー需給データベースの開発 

  東北大学 大学院工学研究科 技術社会システム専攻 教授 中田俊彦氏 

3. カーボンニュートラルに向けた海外の最新の動向 

 特定非営利活動法人 環境エネルギー政策研究所（ISEP）理事 松原弘直氏 

4. 日本鉄鋼業におけるカーボンニュートラルへの挑戦 

  日鉄総研株式会社 シニアフェロー 齋藤公児氏 

見学会（参加 34 名）: 苫小牧バイオマス発電（株）木質バイオマス発電所 

系統側蓄電池（南早来変電所敷地内） 

・総会・幹事会 オンライン開催 1 回（1/25） 

・庶務幹事会（庶務幹事+支部長参加）オンライン開催 1 回（1/5） 

・拡大庶務幹事会（庶務幹事+基本的に支部長と企画幹事 2 名が参加）オンライン開催 7 回（2/3、

3/8、5/18、6/23、8/23、10/24、12/12） 

・共催・協賛行事 

日本化学会北海道支部 2022 年夏季研究発表会 (7/23 オンライン開催：共催) 
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第 11 回エネルギー・マテリアル融合領域シンポジウム（11/17 ハイブリッド開催：協賛） 

（2）東北支部 

・日本エネルギー学会 100 周年記念 東北支部令和 4 年度講演会ならびに見学会（11/24,25） 

【共催】日本化学会東北支部石炭化学コロキウム 

【講演会（11/25）】 於 ハーネル仙台（参加者 現地 23 名，オンライン 40 名） 

 1.「地球温暖化をめぐる内外情勢と日本の課題」   東京大学公共政策大学院 特任教授 有馬 純 氏 

  2.「再生可能エネルギーの有効利用と循環型地域社会を目指した取り組み」 

(株)IHI ソリューション統括本部ソリューションエンジニアリング部 主幹 高井 紀浩 氏 

  3.「カーボンニュートラルに向けた JOGMEC の取り組みについて －地熱資源開発支援を中心に－」 

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 地熱技術部技術課 課長 吉川 竜太 氏 

  4.「工業炉の発展と脱炭素化への取組み」   一般社団法人日本工業炉協会 専務理事 加藤 健次 氏 

【見学会（11/24）】キリンビール(株)仙台工場，東北電力(株)新仙台火力発電所（参加者 24 名） 

・2022 年度第 1 回役員会 4 回 

・共催・協賛・後援行事 

   火力原子力発電技術協会東北支部 令和 4 年度技術講演会（2/24:オンライン，協賛，参加者 261 名） 

   秋田化学工学懇話会 第 52 回ケミカルエンジアリング交流会 

            （6/17：秋田市（ハイブリッド），協賛，参加者 現地 33 名，オンライン 35 名） 

学都「仙台・宮城」サイエンスデイ 2022        （7/17：仙台市，名義後援，入場者 4,983 名） 

   化学工学会東北支部 第 27 回東北ジョイント夏季セミナー 

（9/20-21：一関市(ハイブリッド)，協賛，参加者 35 名） 

   火力原子力発電技術協会東北支部 令和 4 年度技術講習会（9/29：オンライン、協賛，参加者 161 名） 

   第 20 回石炭化学コロキウム（11/25：仙台市（ハイブリッド），共催，現地 23 名，オンライン 40 名） 

   火力原子力発電技術協会東北支部 令和 4 年度研究発表会             （12/29：オンライン，協賛） 

   秋田化学工学懇話会 第 53 回ケミカルエンジアリング交流会 

 （12/9：秋田市（ハイブリッド），協賛，参加者 36 名） 

第 13 回製鉄・資源に関する Workshop (還元研究会)     （12/12-13：仙台市，共催，参加者 32 名） 

（3）関西支部 

・第 38 回 関西支部セミナー ～2050 年 CO2 排出量実質ゼロ目標への対策について～ 

（石油学会関西支部共催）（11/2 関西大学千里山キャンパス）（参加者：58 名） 

【講演】 

1. 日本製鉄のカーボンニュートラルへのロードマップ           一松 栄司（日本製鉄(株)） 

2. カーボンニュートラルに向けた CO2利用技術の現状と課題 

松岡 浩一（(国研)産業技術総合研究所） 

3. 地政学からみたカーボンニュートラルの戦略   

小野崎 正樹（(一財)エネルギー総合工学研究所） 

4. 2010 年 九州大学と三井化学のカーボンニュートラル元年         

高井 敏浩（九州大学、三井化学） 

・関西支部第 67 回研究発表会（石油学会関西支部共催） 

（12/2 近畿大学東大阪キャンパス） 

【研究発表】口頭発表：8件、ポスター発表：20 件 

【講演】 

1. 2050 年都市ガスのカーボンニュートラル化を実現する技術  

～メタネーションの実用化に向けた取り組み～          横山 晃太（大阪ガス(株)） 

2. SDGs 時代の化成品原料のソースは何か？ ―これから求められる技術― 

       西山 覚（神戸大学） 
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3. 石油学会関西支部創立の経緯と 30 周年に思う                      鈴木 俊光（関西大学） 

4. カーボンニュートラルを見据えた石油分野のこれから               関根 泰（早稲田大学） 

・コロキウム 2022（12/7 (株)島津製作所 三条工場）（参加者：26 名） 

【講演】 

1. ナノ空間材料を利用した複合型触媒系                田部 博康（京都大学） 

2. 格子内酸素を活用した新規な環境触媒                  布谷 直義（大阪大学） 

【見学会】(株)島津製作所 三条工場 

・幹事会 4 回（1/26：オンライン、4/28：オンライン、7/22：オンライン、11/2：関西大学千

里山キャンパス） 

      - 2022 年度支部人事（1/26、4/28） 

    - 2022 年度支部活動（1/26、4/28、7/22、11/2） 

(4）西部支部 

・第 21 回九州低炭素システム研究会（参加者：68 名） 

（7/6 AIM ビル 3F 会議室）（経済産業省九州経済産業局、九州大学との共同開催） 

【内容】 

講演 1「カーボンリサイクルの取組について」            藤原晋一（九州経済産業局） 

講演 2「カーボンニュートラルに向けた CCUS の役割と課題」         板岡健之（九州大学） 

講演 3「カーボンニュートラルへの化学産業のアプローチ ～バイオプラスチックの取組みから～」 

            佐野浩（三菱ケミカル） 

・第 6 回 学生・若手研究発表会（11/14-15：琉球大学・全保連ステーション 3 階ホール） 

（参加者：45 名） 

口頭発表（8 件），ポスター発表（14 件），基調講演（1 件：齋藤会長），優秀発表賞授与式  

・共催・協賛行事（なし） 

 

１－５ 受託調査関連 
 

No. テ ー マ 名 委託元 期 間 委員長 

1 
日本 IEA 燃焼研究－燃焼に関する

省エネルギーと排出物低減 

IEA          

研究会維持会員 
2022.6－2023.5 石間 経章 
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２．会員状況報告 

                                                  

 2021 年度末数 増（＋） 減（－） 2022 年度末数 

維

持

会

員 

特級 3 0 0 3 

1 級 2 0 0 2 

2 級 2 0 0 2 

3 級 7 0 0 7 

4 級 18 0 0 18 

5 級 79 0 1 78 

小 計 111 0 1 110 

名誉会員 18 0 2 16 

正 会 員 1,133 106 142 1,097 

小 計 1,151 106 144 1,113 

賛助会員 93 7 11 89 

合 計 1,355 113 156 1,312 

  

 

≪ご参考≫正会員におけるシニア会員・学生会員の構成比率（小数点以下四捨五入） 

2018 年度末 (1,266 名) シニア会員 222 名（18%）、学生会員  139 名（11%） 

2019 年度末 (1,257 名) シニア会員 224 名（18%）、学生会員  154 名（12%） 

2020 年度末 (1,163 名) シニア会員 210 名（18%）、学生会員  120 名（10%） 

2021 年度末（1,133 名）シニア会員 211 名（19%）、学生会員  119 名（11%） 

   2022 年度末（1,097 名）シニア会員 204 名（19%）、学生会員  131 名（12%） 

  

 

２０２２年度事業報告 附属明細書 

  

２０22 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条 

第３項に規定する附属明細書「事業の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しない。 

 

15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



 

 

 

 

第 3号議案 2023･2024 年度理事・監事の承認の件 

 

2023・2024 年度の理事および監事の候補者は次の通りです。  

なお、本会定款第 20 条、及び理事、監事及び会長の選出に関する規程第 12 条の候補者の公示に関す

る規程により学会ホームページにて公示を行い、締切日の 2023 年 1 月 10 日（火）までに異議の申し出

はありませんでした。 

 

 

 

（一社）日本エネルギー学会  2023・2024年度理事および監事候補者氏名 

○ 印は会長候補者 
 
 
 

第４号議案 2023・2024 年度補欠理事選任の承認の件 

 

2023・2024 年度の補欠理事として次の候補者を承認願います。  

 

１．2022 年度第８回定例理事会（2023 年 1 月 30 日）議決済 

   日本エネルギー学会 事務局長 上田 巌 

 

 

理      事（五十音順） 

青木 秀之 東北大学   佐藤 康司 ENEOS(株)   

秋澤 淳 東京農工大学   清水 忠明 新潟大学   

天谷 賢児 群馬大学   鷹觜 利公 (国研)産業技術総合研究所   

安藤 宣明 (一社)日本エネルギー学会   成瀬 一郎 名古屋大学 ○ 

池永 直樹 関西大学   西川 秀昭 大阪ガス(株)   

梶谷 史朗 (一財)電力中央研究所   林 潤一郎 九州大学   

神原 信志 岐阜大学   東 忠幸 日本製鉄(株)   

木本 憲太郎 東京ガス(株)   八木田 浩史 日本工業大学   

児玉 竜也 新潟大学   山下 亨 出光興産(株)  

後藤 章 東京電力ホールディングス(株)   山本 友義 ＪＦＥスチール(株)   

坂西 欣也 (国研)産業技術総合研究所          

監      事（五十音順） 

白石 裕樹 東芝エネルギーシステムズ(株)   早川 宏 電源開発(株)   
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第５号議案 2023年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

 

2023年度の主たる事業計画 
１．指針 

当学会は昨年創立 100 周年を迎え、「2050 年カーボンニュートラルに向けたエネルギー・環境問題の

解決への貢献」のテーマで100周年記念事業を成功裡に終えて、今年は新たに101年目を期して学会内

外に向けて若い世代への情報発信をより積極的に行っていく。 

昨今の世界的なコロナ禍の影響を受けつつも、真に持続可能な社会構築に向けて、地球温暖化防止等

の環境保全、エネルギー資源の多様化、エネルギー自給率とコスト、安全性などの観点から、より一層

の省エネルギーや資源循環を進めながら、化石エネルギー、再生可能エネルギー、原子力などのエネル

ギーミックスや対応技術を最適化することは、日本のエネルギー・環境政策に課せられた大きな課題で

ある。特に、2020年 10月、政府は2050年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロを目指すと発表し、エ

ネルギー基本計画の更なる見直しの中で電力の非化石化のみならず、運輸・産業界等でもより一層の化

石資源使用の低減によって 2050 年カーボンニュートラルを実現するロードマップを提示することが喫

緊の最重要課題となっている。 

このような情勢の中、エネルギーに関連する各分野において、専門的かつ幅広い情報、人脈を有する

当学会は、「環境の時代における化石資源と再生可能エネルギーのそれぞれの役割とそれを支える技術」

に関する情報発信が大切である。学会活性化の要諦は部会および支部の活性化が基本であり、会員およ

び社会の要望に対応するために、学会の委員会、部会、支部の活動の更なる活性化と共に積極的に若い

世代への情報発信を行い、諸課題の解決に貢献していく。財務・運営タスクフォースの提言に沿って財

務を強化しつつ、諸活動を進める。 

 

２．委員会・部会・支部の活動方針および行事計画等 

（１）委員会活動方針 

委員会 活動方針 

企画委員会 ① 部会・支部と連携し、活発な学会活動を推進するための方策を検討する。 

② 産・官・学や他学会と連携を図り、地球環境問題などの課題への対応を検討する。 

③ 会員特典をより使いやすくするため、会員へのサービスの改善を検討する。 

④ 理事会、会員増強委員会と連携し、会員サービスの向上および会員の拡充を推進する。 

⑤ ホームページの充実やメディア対応など積極的な広報活動を推進する。 

総務委員会 ① 一般社団法人に対応したガバナンスの向上（規程の制定や見直し等）を図る。 

② 学会の運営について随時必要な改善を図る。 

③ 規程に沿って、事務局の人事体制を効率化、強化を図る。 

財務委員会 ① 学会経営の健全性を確認しながら、新型コロナウィルスの感染防止対策を含め、急速に

変化する経営環境下での厳しい経済環境に対応して今後の安定的運営策を策定する。 

② 財務・運営タスクフォースのフォローの実施を通じて、財務収支の黒字基調を継続す

る。安定運営に必要な正味財産を確保する。 

表彰委員会 ① 表彰委員会において、応募件数増に繋がるよう対策を検討する。特に維持会員の新技

術が応募対象になるよう周知方法等を検討する。 

② 功績賞、技術部門の候補については応募が広がるように検討する。功績賞については、

学会への功績度の基準化・見える化を行い、幅広く受賞候補者の推薦を行えるように

する。 

③ 必要に応じて表彰規程および表彰規程実施要領を改訂し、選考を適切に実施し、より

有意義な表彰を行う。 

④ 表彰の応募・選考関連書類のペーパーレス化を推進する。 
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委員会 活動方針 

会員増強委員会 ① 会員にとってより魅力ある学会にする為の具体策について理事会、企画委員会と連携

して検討し実施する。 

② エネルギー、環境に関連する各種団体、企業等の入会勧誘策を検討して実施する。 

③ 会員増強を理事の協力のもと具体的に進める。 

編集委員会 ① 学会誌の２誌体制に対応した編集方針に基づき、各誌編集小委員会において会誌の 

一層の充実を図る。 

② 各部会との連携（特集記事／トピックス、講座の企画など）を強化する。 

③ Annual Energy Reviews号（9月号）の各分野の内容を充実して継続する。 

④ 機関誌えねるみくすの全記事をJ-STAGEに掲載する。 

⑤ インパクトファクター取得等について検討を引き続き進める。 

出版委員会 ① 各種図書のタイムリーな出版に向けて、編集小委員会、各編集ＷＧ・執筆者・出版会社・

学会事務局との調整を図りながら推進する。 

② 学会誌の特集記事、講座等を活用して出版への企画を行う。 

国際委員会 ① 学会の各種企画や年次大会において、各部会等と協力しながら海外からの講演を推進

する。 

② アジア・太平洋地区の関係者と情報交換を通じて協力・連携を図る。 

③ アジアバイオマス科学会議など、国際会議の企画・運営を推進する。 

大会実行委員会 ① 第32回年次大会を円滑に推進する。なお、新型コロナウィルスの感染状況に対応して安

全・衛生に配慮したオンライン開催やハイブリッド開催などの手段も講じる。 

② 大会の中でタイムリーな内容の特別講演、基調講演等を企画、実施する｡ 

③ 大会の中で論文賞の表彰を行い、学会誌への論文投稿を促す。 

④ 大会の中で幹事会の開催など各部会の活動を促す。 

（２）部会活動方針および行事計画等 

部会 活動方針 行事計画等 

石炭科学部会 ① 石炭科学会議の活性化を図るため、石炭

および炭素資源の研究・技術開発の他、

カーボンリサイクル分野を取り入れて積

極的に活動を推進する。 

② 若手研究者・技術者への技術の継承を目

的として、石炭科学会議特別セミナー

「石炭の研究・技術開発に取り組んで-わ

たしの自慢-」を企画する。 

③ 石炭・炭素資源有効利用研究会、JCOAL、

NEDO等との連携を通して、若手石炭研究

者や技術者の人材育成を推進する。 

① 第60回石炭科学会議（10月中を予定、

京都）を石炭・炭素資源有効利用研究

会と合同開催、テクニカルツアーを実

施予定。 

② サイドイベントとして特別企画～セミ

ナー「石炭の研究・技術開発にとりく

んで―わたしの自慢―」（上記会議前

日、京都）を実施予定。 

③ 実行委員会・幹事会の開催（4月、8月、 

10月）。 
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部会 活動方針 行事計画等 

コークス工学      

研究部会 

① コークス工学の深化と製造・利用技術の革

新のための議論交換の場を提供する。 

② コークス生産技術の深化と関連産業への

技術トランスファーおよび石炭資源の有

効利用技術について議論する。 

③ 石炭科学部会との連携により、石炭科学会

議への研究発表と勧誘活動を行う。 

④ コークス・ノートの発刊により、コーク

ス工学に関する情報の発信と部会員の増

加に努める。 

⑤ コークス工学における若手の研究者と技

術者間の交流・討議の場を設けて活性化

を図る。 

① 第60回石炭科学会議（10月中を予

定、京都）を石炭科学部会と共同開

催。「コークス」セッションの企画、

運営、サイドイベントの共催。 

② 実行委員会・幹事会の開催（4月、8

月、10月）。 

③ 機関誌Annual Energy Reviews号（9

月号）の「コークス」執筆。 

重質油部会 ① 産学官連携を通じた重質油関連の技術開

発、特に重質油有効利用拡大を目指した活

動を図る。 

② 重質油およびハイドロカーボノミクスの

将来の用途、適用可能な要素技術と課題の

リストアップを行う。 

重質油の動向に関する情報収集と発信を

図る。 

① 第60回石炭科学会議（10月末、京都）

の共催。「重質油」セッションの企画・

運営。 

② ハイドロカーボノミクスの用途、要素

技術に関する勉強会の開催。 

③ 実行委員会・幹事会の開催（4月、8月、 

10月）。 

天然ガス部会 ① 我が国の基幹エネルギーの１つである天

然ガスの利用拡大を更に進め、ガス体エ

ネルギーのカーボンニュートラル・イノ

ベーションを加速するため、資源開発・利

用、輸送・貯蔵、科学・反応システムの３

つの分科会において情報交換・情報提供

を推進する。 

② 分科会に加え、非在来型天然ガスとして

注目されているＧＨ（ガス・ハイドレー

ト）等に係る研究会において、情報交換及

び研究活動を行っていく。 

③ 各分科会及び研究会では、研究発表、シン

ポジウム、講習会、見学会等の活動を、部

会メンバー（及び関心を持つ人達）の情報

の共有や交流を深めていく。 
機関紙「えねるみくす」に関連の記事掲載

を企画していく。 

① 部会全体：部会員のための部会メー

ルによる情報提供を行っていく。 

② 分科会：見学会、講演会等を実施す

る。 

① 研究会：研究会等を実施する。 
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部会 活動方針 行事計画等 

バイオマス部会 ① バイオマス関連の情報交換、情報発信の場

とする部会としての目的を遂行する。 

 

① 年次大会(8月)にて総会の開催。 

② 夏の学校(9月頃予定)。 

③ 第19回バイオマス科学会議、第11回

アジアバイオマス科学会議（12月）実

施。 

④ バイオマス関連部会・研究会合同交流

会の開催。 

⑤ 三部会（RGB）シンポジウム（ガス化部

会・リサイクル部会と合同）。 

⑥ アジア・バイオマス協議会への協力。 

ホームページの拡充、ホームページへの

広告募集、出版、編集への協力、受託調

査等への協力。 

新エネルギー・ 

水素部会 

① 学会内において新エネルギー・水素関連

技術開発(再生可能エネルギー、未利用エ

ネルギー、水素エネルギー等の利用に関

する技術開発)に関連する研究の促進や

活性化を図る。  

② セミナー開催やメーリングリスト等を通

して、上記の研究分野の最新研究動向を

発信し、研究者間の情報交換や交流を行

う。 

③ 上記の研究を行っている関係者で日本エ

ネルギー学会に加入していない方々の学

会への入会を促す。 

① 年次大会での会員の研究発表を積極的に

行うと共に、学会への加入を促しつつ非会

員へも発表を勧誘する。 

① 新エネルギーや水素関連技術のセミ

ナー・見学会の開催。 

② 水素エネルギーに関する本の出版に

向けた協議。 

③ 総説特集の企画。 

② 年次大会(8 月)への積極的な研究発表

ならびに参加者勧誘。 

③ 新エネルギー・水素エネルギー技術の

開発や促進を行っている他団体との交

流、特に世界水素エネルギー会議を積

極的な交流の場として活用する。 

④ 新エネルギー及び水素に関する特集

号、連載講座、カーボンニュートラル

につながる新エネルギー、及び水素に

関連する講演会の実施。 

⑤ 部会ホームページの更新・拡充。 

⑥ メーリングリストによる情報発信。 

ガス化部会 ① シンポジウムを年２回開催し、リサイクル

部会、バイオマス部会との合同（RGBシン

ポジウム）およびバイオマス部会と合同

（バイオマス科学会議）とする。 

② 見学会、勉強会等を適時開催し、他部会お

よび他学協会との連携も視野に入れる。 

① 幹事会 

② 三部会（RGB）シンポジウム（リサイク

ル部会、バイオマス部会と合同)（6/8） 

③ 100 周年記念事業：えねるみくす連載

企画１月～(７回予定) 

④ 見学会を秋頃計画中 

⑤ バイオマス科学会議（バイオマス部会

と合同、共催） 

燃焼部会 ① 気候変動問題に対応する実践的な燃焼技

術の調査を行ない、燃焼技術者を育成す

る。 

② 燃焼技術や環境技術に関連する講演会、エ

ネルギー学会大会への発表を通して、社会

への啓蒙や貢献を行う。 

③ 若年層の学会への加入や講習会への参加

を促進する。 

① 燃焼の基礎に関する講習会の開催（7

月頃、オンデマンド講習会あるいは実

地講習会）。 

② 大会でのセッションの企画。 

③ 大会等における燃焼に関する基調講演

の企画・開催。 

④ 燃焼に関する見学会の企画・検討及び

実施。 

⑤ 幹事会開催。 
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   部会    活動方針 行事計画等 

液体微粒化部会 ① 会員へのフィードバックおよび部会委員

参画のメリットに重点をおいた方向で部

会活動を進める。 

② 会誌「えねるみくす」へ向けた微粒化関連

記事の協力を行う。 

 

 

 

① 第 17 回微粒化セミナー（開催時期未

定、日本液体微粒化学会と共同主催）。 

② 第 32 回微粒化シンポジウム（12 月、

日本液体微粒化学会と共同主催）。 

③ 部会委員会（年3回程度）。 

部会関連行事の企画、えねるみくす

への協力、日本液体微粒化学会との

連携等を検討する。 

リサイクル部会 ① 部会企画行事により情報収集、情報交流

の場を設ける。 

② 部会活動の成果をまとめ、社会に提言す

る。 

③ 循環型社会構築に資する活動を行う。 

④ 他の部会や学会との連携による活動を行

う。 

 

① 部会・幹事会の開催年(3回程度)。 

② 「廃プラスチックの科学と技術」(100

周年記念事業、2023年1月発刊)および

機関誌(7月号)への特集号掲載。 

③ 部会主催講演会や見学会(廃棄物資源

循環学会やプラスチックリサイクル化

学研究会と共同開催予定)。 

④ 三部会（RGB）シンポジウム(ガス化部

会・バイオマス部会と合同)(5月)。 

省エネルギー・ 

消費者行動部会 

① 省エネルギーセンター等との連携を強化

し、下記活動方針に沿った活動を行う。 

② 環境と調和した新しいエネルギー需給構

造、社会システムの構築に向けて検討を

進める。 

③ 省エネルギー技術者、研究者の連携推

進、省エネルギー技術シーズの「実用

化」、「導入・普及」の促進への貢献を目

指す。 

① EECB公開セミナー（省エネ、消費者行

動関連）や見学会の開催。 

② 「エネルギー学」部会及び他部会との

連携講演会や見学会の開催。 

③ 年次大会における省エネルギー・消費

者行動部会セッションの開催。 

④ 幹事会（年3回程度）。 

「エネルギー学」 

部会 

① シンポジウム（セミナー）や施設見学会

の開催：他学会、他部会との共催も含め

て、シンポジウム（セミナー）を開催し

ていく。 

② エネルギー政策に関する意見交換を行

う。 

③ エネルギー知識の啓蒙：エネルギー知識

啓蒙のための単行本の出版を検討する。 

 

① シンポジウム（セミナー）や施設見学

会の開催。 

・カーボンニュートラル実現に向けた

技術開発や製造業の取り組みに関す

る施設見学会を検討中。 

・地域における再生可能エネルギー資

源の有効活用事例に関する施設見学

会を検討中。 

・その他シンポジウム(セミナー)・見

学会の開催を検討中。 

② 他部会、他学会とのセミナー・セッシ

ョンの共催。 

③ 年次大会における「エネルギー学」セ

ッションの開催。 

④ エネルギー・資源学会と共同でエネル

ギー検定の問題の改定を検討する。エ

ネルギー知識普及のための単行本の出

版の検討。 

⑤ 幹事会(年3回程度)。 
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部会 活動方針 行事計画等 

若手研究者の勉強

会 

① 産・学・官における若手研究者が意見交換

できる場を提供し、懇親を深め、今後の研

究・開発を合目的かつスムーズに進めてい

くための研究者間の人と知識の有機的な

ネットワークを構築していく。 

① 勉強会の開催 

(8月年次大会期間中) 。 

② 幹事会 (年1～2回程度)。 

 

（３）支部活動方針および行事計画等 

支部 活動方針 行事計画等 

北海道支部 ① 北海道内の関連機関の実態を踏まえ、地

域性を生かした「エネルギー・資源・環境」

に関わる主催行事を開催する。 

② 北海道内の他の学協会等との有機的連携

ならびに各種事業の共催・協賛を積極的

に推し進め、支部会員への情報発信の強

化を図る。 

① 第 23 回北海道エネルギー資源環境講演

会及び施設見学会 (9 月開催：会場未

定) 。 

② 日本化学会北海道支部 2023 年夏季研究

発表会 (共催)。 

③ 第 12 回エネルギー・マテリアル融合

領域シンポジウム (協賛)。 

④ 幹事会・総会 (1 月：ハイブリッド開

催)。 

③ 庶務幹事会 (奇数月)。 

東北支部 ① エネルギーに関わる講演会や研究会を企

画開催する。 

② 東北・新潟地区における産学官の連携を

促進する。 

③ 他の学協会との連携や共催を進める。 

 

 

 

 

  

① 講演会および見学会の開催(10 月下旬

～11月中旬(予定)) 

② 他関連学協会との共催行事。 

・火力原子力発電技術協会東北支部 

令和4年度技術講演会(協賛) 

・秋田化学工学懇話会 第54回・第55回

ケミカルエンジアリング交流会(秋田

市，協賛) 

・学都「仙台・宮城」サイエンスデイ2023 

(仙台市，名義後援)  

・化学工学会東北支部 第28回東北ジョ

イント夏季セミナー(協賛)  

・火力原子力発電技術協会東北支部 

令和4年度技術講習会（協賛） 

・火力原子力発電技術協会東北支部 

令和4年度研究発表会（協賛） 

・第 14 回製鉄・資源に関する Workshop 

(還元研究会)(共催) 

③ 役員会(5月,11月(予定))。 
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支部 活動方針 行事計画等 

関西支部 ① 石炭、重質油のみならずバイオマス等の

新エネルギーも含めたセミナー等を通し

て横断的にエネルギーに関する情報と討

論の場を提供する。 

② エネルギー源のみならず省エネルギーな

どのエネルギーの有効な使用方法に関す

る情報の場を提供する。 

① 見学会(7月)。 

② 「エネルギーの未来を担う若手のため

のコロキウム2023」（石油学会関西支部

共催）(8月)。 

③ 第39回セミナー 

 (10月)（石油学会関西支部共催）。 

④ 第68回研究発表会（石油学会関西支部

共催）(12月)。 

⑤ 幹事会(1月、4月、7月、10月) 

西部支部 ① 石炭、水素、バイオマスをキーワードとし

たシンポジウム、セミナーを継続 

② 九州経済産業局殿と連携し、西部支部の

地域性を生かしたセミナーの企画 

③ 地域の学生・若手の育成および研究活動

の活性化のため、学生・若手研究発表会を

実施 

④ 九州大学グリーンテクノロジー研究教育

センター殿等と連携し、海外への CCT 技

術移転などを見据えた勉強会、セミナー

を通じて知識の深化を図る。 

⑤ 地域のエネルギーをキーワードとした新

たな取組み方針を検討 

⑥ 他学会（石油学会、機械工学会、化学工学

会等）の関連支部との連携により学会活

動を活性化 

① 低炭素システム研究会（共催、6月） 

② 講演会および見学会の開催（6月） 

③ 支部企画研究発表会の開催(11月) 

④ 他学会関連支部行事の協賛 

⑤ 役員会（3月、8月、11月） 
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